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明
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八
千
草
園
自
治
会

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

『
三
田
習
地
区
自
治
会
連
合

協
議
会
』（
以
下
、
三
田
習
地

区
連
）
の
皆
様
に
は
、
令
和
８

年
の
新
春
を
平
安
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
日
頃
か
ら
三
田
習
地

区
連
に
対
し
て
、
多
大
な
る
ご

協
力
ご
支
援
と
、
住
み
良
い
地

域
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
戴
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
60
年
に
一
度

の
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
年

で
、
後
ろ
を
振
り
返
る
こ
と
な

く
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
跳
ね
馬
の

如
く
躍
動
す
る
年
で
す
。

丙
午
と
聞
け
ば
、
あ
の
迷
信

を
連
想
し
ま
す
が
、
本
来
は
十

干
（
じ
っ
か
ん
）
の
丙
、
十
二

支
の
午
、
共
に
陰
陽
五
行
説
の

日
の
陽
に
あ
た
る
、
情
熱
的
で

活
動
的
な
年
回
り
な
の
で
す
。

干
支
に
肖
り
、
皆
様
方
、
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
様
に
！

又
、
気
象
庁
に
よ
る
と
、
今

冬
は
「
冬
ら
し
い
冬
」
に
な
る

と
発
表
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

か
、
冬
全
体
は
暖
か
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
一
部
の
地
域
で
極

端
な
大
雪
に
な
る
な
ど
、
一
見

矛
盾
し
た
現
象
が
続
い
て
い
ま

す
。猛

暑
、
大
雨
と
合
せ
、
自
然

に
は
翻
弄
さ
れ
る
事
が
多
い
状

況
で
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
と
い
っ

た
言
葉
を
、
日
常
的
に
耳
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
球
と
人
間
社
会
の
持
続
可

能
性
を
巡
っ
て
、
目
標
、
考
え

方
、
具
体
的
な
行
動
で
夫
々
が

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

今
、
私
達
が
取
り
組
ま
な
い

と
、
手
遅
れ
に
な
り
か
ね
な
い

時
代
な
の
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
話
題
は
変
わ
り
ま

す
が
、
去
る
10
月
８
日
（
水
）

に
、
船
橋
市
９
階
第
２
応
接
室

で
、
松
戸
徹
船
橋
市
長
と
船
橋

市
自
治
会
連
合
協
議
会
、
執
行

部
（
会
長
・
副
会
長
・
事
務
協

局
長
・
会
計
）
と
の
、
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ

⑴�
、
メ
デ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
の

見
通
し
に
つ
い
て

⑵�

、
制
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報

酬
に
つ
い
て

⑶�

、
千
葉
県
自
治
会
連
合
会
へ

の
加
入
促
進
に
つ
い
て

⑷�

、
船
橋
市
の
美
術
館
構
想
に

つ
い
て

船
橋
市
自
治
会
連
合
協
議
会

は
、
市
内
最
大
の
住
民
自
治
組

織
と
し
て
、
よ
り
豊
か
な
船
橋

の
ま
ち
づ
く
り
に
、
努
力
し
て

い
る
立
場
か
ら
、
市
長
の
市
制

執
行
方
針
を
踏
ま
え
て
、
各
々

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
船
橋
市

自
治
会
連
合
協
議
会
か
ら
の
提

言
、
市
長
か
ら
の
発
言
等
に
依

り
、
懇
談
会
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。こ

れ
等
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

の
提
言
及
び
市
長
の
発
言
に
つ

い
て
は
、
紙
面
を
改
め
ま
し
て

報
告
を
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

こ
の
町
会
・
自
治
会
の
会
員

で
良
か
っ
た
と
皆
様
方
が
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
各
町
会
・

自
治
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

保
健
・
衛
生
分
野

学
校
医

小
齊
平　

恵
（
三
山
）

学
校
薬
剤
師

木
下　

雅
子
（
三
山
）

行
政
委
員
分
野

民
生
委
員
・
児
童
委
員

中
路　

茂
子
（
三
山
）

市
介
護
認
定
審
査
会
委
員

三
山　

紀
子
（
三
山
）

市
介
護
保
険
事
業
運
営
協
議
会

副
会
長

吉
田　

壽
一
（
田
喜
野
井
）

消
防
分
野

市
消
防
団
員

安
田　

哲
（
田
喜
野
井
）

善
行
表
彰

良
知　

謙
侍
（
習
志
野
）

謹賀新年

年
頭
の
ご
挨
拶

三
田
習
地
区
自
治
会
連
合
協
議
会
　

会
長
　
吉
田
　
壽
一

船
橋
市
で
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
市
政
の
発
展
や
教
育
・

文
化
・
福
祉
・
地
域
社
会
分
野

な
ど
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
、
善
行
に
よ
り
市
民
の
模

範
と
な
っ
た
人
や
団
体
を
毎
年

表
彰
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
表
彰
式
は
11

月
１
日
に
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
三
田
習
地
区

で
は
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

市
有
功
表
彰

市
議
会
議
員

七
戸　

俊
治
（
三
山
）

市
政
功
労
表
彰

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野

市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

常
任
理
事

樋
口　

雅
之
（
三
山
）

市
へ
の
功
績
で
表
彰

�

三
田
習
地
区
か
ら
9
氏



三 田 習 だ よ り2026年1月1日 （２）（第33号）

地
域
で
見
出
す
楽
し
み
と
生
き
が
い
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生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　　
齋
藤
か
お
る

齋
藤
か
お
る

地
域
の
人
が
出
合
い
、
交
流
す
る
場

地
域
の
人
が
出
合
い
、
交
流
す
る
場

第第
2626
回
み
た
な
ら
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
を
開
催

回
み
た
な
ら
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
を
開
催

実
行
委
員
長
　

実
行
委
員
長
　
波
切
　
弘

波
切
　
弘

「
み
た
な
ら
健
康
・
福
祉

フ
ェ
ア
」
の
開
催
目
的
は
、
地

域
や
社
会
が
福
祉
を
自
分
ご
と

と
理
解
し
、
つ
な
が
り
の
場
を

つ
く
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
10
月
19
日
（
日
）
に

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
約

1
4
0
名
の
う
ち
中
学
生
は
44

名
）
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま

し
た
。

主
な
内
容
は
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
日
本
パ
ム
コ
（
株
）

様
に
よ
る
、
車
い
す
の
体
験
、

高
齢
者
擬
似
体
験
、
福
祉
用
具

の
展
示
、
試
乗
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
と

い
う
こ
と
わ
ざ
は
、
い
つ
も
笑

い
が
耐
え
な
い
家
に
は
自
然
と

幸
福
が
や
っ
て
来
る
、
い
つ
も

明
る
く
朗
ら
か
に
に
し
て
い
れ

ば
お
の
ず
と
幸
せ
が
や
っ
て
く

る
と
い
う
意
味
で
す
。

「
門
」
は
「
か
ど
」
と
読
み
、

家
や
家
族
を
指
し
ま
す
。

笑
う
こ
と
に
は
多
く
の
効
果

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

①
脳
の
働
き
の
活
性

化
…
笑
う
と
脳
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
働
き

が
活
発
に
な
る
の

で
、
記
憶
力
ア
ッ
プ

や
認
知
症
予
防
へ
の

効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

②
血
行
促
進
…
思
い

切
り
笑
っ
た
と
き
の

呼
吸
は
、
深
呼
吸
や

腹
式
呼
吸
と
同
じ
よ

う
に
体
内
に
酸
素
が

た
く
さ
ん
取
り
込
ま

れ
る
の
で
、
血
の
巡

り
が
よ
く
な
っ
て
新
陳
代
謝
が

活
発
に
な
り
ま
す
。

③
免
疫
力
の
向
上
…
笑
う
こ
と

で
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
細

胞
や
癌
細
胞
な
ど
を
破
壊
・
抑

制
す
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細

胞
が
瞬
時
に
活
性
化
さ
れ
免
疫

力
が
向
上
し
、
感
染
症
に
対
す

る
抵
抗
力
を
高
め
ま
す
。

逆
に
悲
し
み
や
ス
ト
レ
ス
な

ど
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞

の
働
き
を
鈍
く
し
て
し
ま
い
ま

す
。毎

日
声
を
出
し
て
笑
い
ま

し
ょ
う
。

大
き
な
声
で
笑
え
な
い
と
き

で
も
「
く
す
く
す
笑
い
」
や

「
に
っ
こ
り
笑
顔
（
目
尻
を
下

げ
て
目
を
細
め
る
よ
う
に
し
て

に
っ
こ
り
微
笑
む
）」
を
す
る

だ
け
で
も
ス
ト
レ
ス
が
緩
和
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
特
別
に
面
白
い
こ

と
が
な
く
て
も
、
笑
顔
を
心
が

け
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
そ
う

で
す
。

さ
あ
、
笑
い
ま
し
ょ
う
！

同
フ
ロ
ア
で
今
年
は
２
つ
の

介
護
事
業
所
の
職
員
に
よ
る
軽

体
操
を
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
健

康
相
談
、
血
圧
測
定
、
握
力
、

棒
反
応
、
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
、
塩

分
、
マ
ン
モ
モ
デ
ル
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
も
東
邦
大
学
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
の
学
生
が
「
ブ
ン
ブ

ン
ゴ
マ
」「
く
る
く
る
回
る
タ

ネ
」「
キ
ラ
キ
ラ
偏
光
板
」
を

用
意
し
て
く
れ
、
子
ど
も
達
が

沢
山
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
中
学

生
は
、
大
学
生
と
沢
山
話
す
こ

と
が
出
来
、
楽
し
か
っ
た
と
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
回
、
子
ど
も
達
に
好
評
の

親
子
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
割

り
ば
し
鉄
砲
、
ピ
ン
ボ
ー
ル
、

ボ
ッ
チ
ャ
八
角
的
の
ゲ
ー
ム
で

遊
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
地
元
農
家
の
野
菜

の
販
売
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
パ
ン

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
は
昨
年
よ
り

仕
入
れ
を
増
や
し
た
そ
う
で
す

が
、
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

民
生
児
童
委
員
に
よ
る
お
休

み
処
（
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
）
も
多
く
の
皆
さ

ん
に
休
憩
頂
き
ま
し
た
。

当
日
の
来
場
者
数
は
、
お
昼

ご
ろ
小
雨
が
降
っ
た
影
響
も
あ

り
ま
し
た
が
、
約
４
０
０
名
の

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

の
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

少
し
お
堅
い
話
を
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
地
域
の
人

た
ち
の
生
活
を
支
え
る
た
め

に
、
様
々
な
人
た
ち
と
協
力
し

て
、
地
域
課
題
の
解
決
や
住
民

生
活
の
応
援
、
様
々
な
専
門
職

の
人
達
が
連
携
し
や
す
く
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
国
の
指

針
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
船
橋
市
は
、
地
域
の
皆
様

が
互
い
に
助
け
合
い
、
誰
も
が

楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
仲
間
づ
く
り
を
進
め
な
が

ら
「
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

せ
る
地
域
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
令
和
７
年
10
月
19

日
に
開
催
さ
れ
た
「
み
た
な
ら

健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
」
に
て
、

皆
様
の
生
き
が
い
に
繋
が
る
楽

し
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

の
集
い
の
場
を
訪
ね
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

日
々
の
生
活
に
彩
を
添
え
、

生
き
が
い
に
繋
が
る
楽
し
み

や
、
楽
し
み
を
共
有
で
き
る
仲

間
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
そ
の
一
つ
と
し
て
福

祉
の
一
翼
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
あ
り
ま
す
。
誰
か
の

役
に
立
ち
喜
ば
れ
る
行
動
は
嬉

し
い
も
の
で
す
。
ご
興
味
が
あ

り
ま
し
た
ら
是
非
一
緒
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
は
、
人
と
接
し

て
お
喋
り
を
す
る
こ
と
、
ペ
ッ

ト
や
飼
い
主
仲
間
と
の
ふ
れ
あ

い
、
楽
器
の
演
奏
、
週
一
回
の

体
操
、
有
名
人
の
応
援
活
動
、

音
楽
ラ
イ
ブ
に
出
掛
る
な
ど

が
挙
が
り
ま
し

た
。

　

皆
様
は
い
か

が
で
し
ょ
う

か
。
ど
ん
な
人

生
の
楽
し
み
を

お
持
ち
で
す

か
。
な
か
に
は

「
自
分
に
楽
し

み
は
な
い
」
と

仰
る
方
も
お
ら

れ
る
か
も
し
れ

な
い
で
す
が
、

三
田
習
地
区
に

は
、
楽
し
み

を
共
有
で
き
る

集
い
の
場
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
地
域

笑
う
門
に
は
福
来
る

笑
う
門
に
は
福
来
る

三
田
公
民
館
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

三
田
公
民
館
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

会
長
　

会
長
　
村
山
　
吉
男

村
山
　
吉
男

        

                     
介護相談や     

ケアプランの作成を 

しております 

社会福祉法人六親会
プレーゲ船橋居宅介護支援事業所 
船橋市三山 6-41-24 田屋ﾋﾞﾙ 201 号 

TEL 047（429）8877 

URL： http://www.okuno-associates.com
事務所／東京・埼玉・千葉・静岡・長野

安全で住みよい未来を 
産業廃棄物中間処分業（汚泥） 

株式会社 サンコートーア 
〒273-0851 船橋市馬込町 1155 番地 2 

TEL047（438）4500 
http://www.sankotoa.co.jp/

創業以来みなさまに愛され船橋で 5 8 年

生活支援の展示生活支援の展示
（みたなら健康・福祉フェアより）（みたなら健康・福祉フェアより）
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「
学
校
」「
家
庭
」「
地
域
」
の

「
学
校
」「
家
庭
」「
地
域
」
の

��

支
え
合
い

支
え
合
い

　　
船
橋
市
　
三
山
中
学
校
長

船
橋
市
　
三
山
中
学
校
長　　

中
井　

博
明

中
井　

博
明

今
年
度
よ
り
三
山
中
で
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
着
任

以
来
、
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
学
校
運
営
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
強
く

実
感
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
学
校
は
地
域
の

皆
様
と
と
も
に
育
ま
れ
て
こ
そ

力
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
行
事
や
授
業
、
日
々
の
学

び
の
場
面
で
、
い
つ
も
地
域
の

支
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
存
在

が
あ
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は

安
心
し
て
自
分
を
表
現
し
、
挑

戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
校
で
は
、
生
徒
同
士
が
学

び
合
い
、
思
い
を
伝
え
合
う
姿

が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
私
は

こ
の
循
環
を
地
域
と
の
つ
な
が

り
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
と
な
る
地
域
の
大
人
の
生
き

方
や
価
値
観
に
触
れ
る
経
験

は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
何
よ

り
の
学
び
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
子
供
た
ち
の
挑
戦
す
る
姿

や
成
長
が
、
地
域
の
誇
り
や
活

力
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。体

育
祭
や
合
唱
祭
で
は
多
く

の
皆
様
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
ま
た
、
ご
み
ゼ
ロ
や
み
た

な
ら
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
な
ど

任
期
満
了
に
伴
い
新
た
な
民

生
・
児
童
委
員
が
就
任
し
ま
し

た
。任

期
は
令
和
７
年
12
月
１
日

か
ら
3
年
間
で
す
。

地
域
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、

生
活
上
の
心
配
事
や
困
り
事
の

相
談
に
応
じ
、
時
に
は
関
係
機

関
へ
の
繋
ぎ
役
と
し
て
、
活
動

し
て
い
ま
す
。

三
山
・
田
喜
野
井
地
区
で
の

担
当
地
域
は
次
の
通
り
で
す
。

小�

島
浩
美
（
三
山
親
交
会
・
三

山
学
園
台
・
三
山
緑
苑
台
・

三
山
自
治
会
１
棟
・
三
山
市

営
住
宅
２
棟
自
治
会
）

柴�

山
幸
子
（
船
橋
学
園
台
自
治

会
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ

ン
ガ
ー
デ
ン
津
田
沼
）

中�

島
美
枝
子
（
三
山
幸
楽
台
自

治
会
・
三
山
日
の
出
町
会
・

三
山
睦
町
会
・
若
葉
会
）

平�

山
正
光
（
た
つ
み
台
自
治

会
・
富
士
見
台
町
会
・
八
千

草
園
自
治
会
）

永�

松
則
子
（
三
山
若
草
自
治

会
・
三
山
ニ
ュ
ー
ビ
レ
ッ
ジ

自
治
会
・
三
田
町
会
・
三

山
1
丁
目
西
自
治
会
・
ゼ

フ
ァ
ー
グ
リ
ン
ア
イ
ル
グ
ラ

ン
デ
フ
ォ
ー
ト
津
田
沼
た
き

の
い
団
地
自
治
会
・
田
喜
野

井
２
丁
目
東
会
・
三
山
八
景

台
自
治
会
）

菊
池
悦
子
（
三
山
台
町
会
）

奥�

田
英
子
（
向
山
町
会
・
三
山

旭
会
・
三
山
イ
レ
ブ
ン
・
京

成
サ
ン
コ
ー
ポ
三
山
自
治

会
・
桜
ヶ
丘
自
治
会
）

中
道
文
子
（
二
宮
睦
自
治
会
）

本�

田
節
子
（
三
山
さ
つ
き
台
・

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
薬

円
台
第
２
自
治
会
・
風
の
台

町
会
）

中�
路
茂
子
（
三
山
台
住
宅
自
治

会
・
ダ
イ
ユ
ウ
１
号
・
ダ
イ

ユ
ウ
２
号
）

鈴�

木
小
夜
子
（
三
山
第
一
町
会

「
３
・
４
・７
丁
目
」）

清�

宮
こ
ず
え
（
三
山
第
一
町
会

「
５
・
６
丁
目
」）

圡�

𣘺
博
之
（
三
山
第
二
町
「
北

部
」）・
ダ
イ
ア
パ
レ
ス
グ

リ
ー
ン
ス
ク
エ
ア
自
治
会
・

日
神
三
山
パ
レ
ス
ス
テ
ー
ジ

土�

𣘺
美
津
子
（
三
山
第
二
町
会

「
南
部
」）・
ガ
ー
デ
ン
プ
ラ

ザ
津
田
沼
自
治
会
・
ダ
イ
ア

パ
レ
ス
ラ
イ
ト
ス
ク
エ
ア
自

治
会
）

伊�

東
朝
己
（
三
山
第
三
町
会
・

み
ど
り
が
丘
自
治
会
）

廣
内
節
子
（
三
山
東
町
会
）

根�

本
節
子
（
福
寿
台
町
会
・
三

山
朝
日
町
会
）

中�

谷
和
代
（
陽
栄
自
治
会
・
船

橋
み
や
ま
ハ
イ
ラ
ン
ド
自
治

会
）

高�

木
栄
子
（
田
喜
野
井
南
第
一

町
会
・
田
喜
野
井
南
第
二
町

会
・
田
喜
野
井
南
第
三
町

会
）

齋�
藤
か
お
る
（
田
喜
野
井
南
第

四
町
会
「
７
〜
12
班
」・
東

の
丘
町
会
）

望�

月
清
志
（
田
喜
野
井
南
第
四

町
会
「
１
〜
６
班
・
13
班
」）

柴�

田
勝
代
（
田
喜
野
井
町
会
・

三
田
川
町
会
・
田
喜
野
井
日

之
出
町
会
・
田
喜
野
井
十
三

会
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ガ
ー
デ
ン

船
橋
薬
円
台
第
二
自
治
会
・

ク
ラ
シ
ー
ド
津
田
沼
第
一
自

治
会
）

近�

藤
容
子
（
田
喜
野
井
町
会
・

ゼ
フ
ァ
船
橋
薬
円
台
自
治
会
）

大�

山
真
里
子
（
田
喜
野
井
町

会
・
田
喜
野
井
ニ
ュ
ー
ビ

レ
ッ
ジ
自
治
会
・
サ
ン
ク
レ

イ
ド
ル
薬
円
台
弐
番
館
）

大�

竹
ゆ
か
り
（
主
任
児
童
委

員
・
全
区
域
）

福�

井
裕
恭
（
津
田
沼
グ
リ
ー
ン

ハ
イ
ツ
自
治
会
）

真�

坂
祐
子
（
西
田
喜
野
井
町

会
・
田
喜
野
井
や
よ
い
自
治

会
）

御�

園
郁
代
（
西
田
喜
野
井
町
会
）

西�

村
恵
子
（
西
田
喜
野
井
町
会
）

澤�

田
の
り
子
（
西
田
喜
野
井
町

会
）

佐�

藤
三
浩
（
三
笠
台
町
会
）

茶�

屋
知
子
（
習
志
野
５
丁
目
町

会
）

山�

﨑
淳
子
（
習
志
野
５
丁
目
町

会
）

金�
田
一
善
正
（
船
橋
市
習
志
野

一
丁
目
町
内
会
・
藤
和
習
志

野
コ
ー
プ
自
治
会
）

武�

藤
京
子
（
船
橋
市
習
志
野
一

丁
目
町
内
会
）

藤�

沢
静
江
（
習
志
野
自
治
会
）

滝
口
香
織
（
習
志
野
自
治
会
）

三
田
公
民
館
で
は
、
地
域
の

音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
三
田
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
毎
年
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
男
性
料
理
教
室
か

ら
生
ま
れ
た
「
塚
田
の
コ
ッ
ク

さ
ん
合
唱
団
」
と
そ
の
指
導
者

を
さ
れ
て
い
ま
す
櫻
井
淳ま

こ
とさ
ん

に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
ッ
ク
さ
ん
の
姿
で
お
送
り

す
る
、
素
敵
な
男
声
合
唱
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
令
和
８
年
２
月
７

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か

ら
（
開
場
午
後
１
時
）【
場
所
】

三
山
市
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
【
定
員
】
１
５
０
名

【
申
込
み
】
令
和
８
年
１
月
16

日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
三

田
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話

（
４
７
７
-２
９
６
１
に
て
受

付
）　

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、

温
か
く
子
供
た
ち
を
迎
え
入

れ
、
関
わ
る
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
験

が
、
子
供
た
ち
の
自
信
と
成
長

を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

「
学
校
」「
家
庭
」「
地
域
」

と
い
う
三
本
の
柱
が
同
じ
方
向

を
向
き
、
支
え
合
う
こ
と
。
そ

の
先
に
、
子
供
た
ち
の
確
か
な

未
来
が
拓
け
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
地
域
と
と
も
に
、

子
供
た
ち
が
胸
を
張
っ
て
歩
ん

で
い
け
る
三
山
中
を
と
も
に
築

い
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

こ
の
度
、
三
田
習
地
区
で

の
「
令
和
８
・
９
年
度
船
橋
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
の
推
薦

を
、
当
地
区
の
各
町
会
長
の
皆

様
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

結
果
、
左
記
の
方
々
を
推
薦

し
て
戴
き
、
有
り
難
う
御
座
い

ま
し
た
。

船
橋
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
は
、
船
橋
市
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
の
た
め
の
事
業

の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
並
び

に
住
民
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の

実
技
の
指
導
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
指
導
及
び
助
言
を
行

な
う
者
と
有
り
。
そ
の
根
拠
法

令
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

32
条
、
船
橋
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
に
関
す
る
規
則
に
あ
り
ま

す
。主

な
職
務
に
つ
い
て
、
①
各

地
区
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
行

事
の
企
画
・
運
営
・
連
絡
調

整
。
②
各
地

区
〈
地
域
〉

活
動
へ
の
協

力
。
③
市
の

行
事
へ
の
協

力
。任

期
は
令

和
８
年
４
月

１
日
か
ら
、

令
和
10
年
３

月
31
日
迄
の

２
年
間
。

三
田
習
地

区
は
、
定
員

数
が
10
名
で
す
が
、
令
和
７
年

12
月
22
日
現
在
で
、
推
薦
状
が

届
い
て
い
る
の
は
、
次
の
６
名

の
方
々
で
す
。

追
加
で
の
推
薦
が
ま
だ
可
能

で
す
か
ら
、
何
卒
宜
し
く
、
お

願
い
致
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

金
子　

健
太
（
三
山
旭
会
）

藤
村　

重
治
（
三
山
八
景
台
）

臣
司　

正
男
（
三
山
第
一
）

大
竹　

勝
美
（
三
山
第
三
）

蓮
沼　

宏
治
（
田
喜
野
井
二
丁
目
）

櫻
田
江
理
子
（
習
志
野
五
丁
目
）

みたなら福祉・健康フェアみたなら福祉・健康フェア

ごみゼロの様子ごみゼロの様子

新民生・児童委員が就任新民生・児童委員が就任
三田習地区で 37 名三田習地区で 37 名

ス ポ ー ツ 推 進 委 員ス ポ ー ツ 推 進 委 員
を 推 薦を 推 薦

三
田
習
ふ
れ
あ
い

三
田
習
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

米穀・和洋酒・タバコ

三山9-4-11

TEL 047-472-0855



三 田 習 だ よ り2026年1月1日 （４）（第33号）

三田習地区町会・自治会名簿

会　　長　吉田　壽一
事務局長　大﨑　　徹
会　　計　竹島　明正
船橋市三山　8－ 19 － 1

TEL　471 － 3325

NO 町会・自治会名 会長名

第
1
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 親 交 会 町 会 中込　昌治
三 山 学 園 台 町 会 羽場　正光
三 山 緑 苑 自 治 会 吉岡　達也
船 橋 学 園 台 自 治 会 江澤　　修
三 山 幸 楽 台 自 治 会 今野　裕貴
三 山 市 営 住 宅 1 棟 郡司　　博
三山市営住宅 2 棟自治会 高階　　茂
三 山 日 の 出 町 会 近藤　秀夫
三 山 睦 町 会 磯野　光代
若 葉 会 間中　勝幸
三 山 １ 丁 目 西 自 治 会 中里　美樹

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

み ど り が 丘 自 治 会 原田　浩司
八 千 草 園 自 治 会 竹島　明正
た つ み 台 自 治 会 近藤　篤史
富 士 見 台 町 会 日野　隼人
三 山 若 草 自 治 会 伊藤美智子
三 山 台 町 会 渡辺美佐江
三 田 町 会 土屋　健士
三山ニュービレッジ自治会 土佐　和三
桜 ヶ 丘 自 治 会 春山　　一

第
3
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 旭 会 中田　　完
向 山 町 会 平野　和久
二 宮 睦 自 治 会 田中　久雄
三 山 八 景 台 自 治 会 棚瀬　　徹
風 の 台 町 会 音之宮正憲
京成サンコーポ三山自治会 蒲澤八重子
ライオンズマンション薬円台第二自治会 堀田　望洋

第
4
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 台 住 宅 自 治 会 小齊平聖治
ガーデンプラザ津田沼自治会 久保田　硬
ダイアパレスライトスクエア自治会 田中　俊一
ダイアパレスグリーンスクエア自治会 斉藤　榮市
三 山 第 一 町 会 大沢　一之
三 山 第 二 町 会 圡𣘺　博之
三 山 第 三 町 会 小川　佳延

NO 町会・自治会名 会長名

第
５
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 東 町 会 井上　　保
福 寿 台 町 会 田村　一男
陽 栄 自 治 会 今井　利明
三 山 朝 日 町 会 長谷　満夫
船 橋 み や ま ハ イ ラ ン ド 自 治 会 内田　正樹
習 志 野 5 丁 目 町 会 髙栁　　茂

第
6
ブ
ロ
ッ
ク

田 喜 野 井 南 第 一 町 会 永山　貴久
田 喜 野 井 南 第 二 町 会 山本　恒夫
田 喜 野 井 南 第 三 町 会 森田　隆昭
田 喜 野 井 南 第 四 町 会 大﨑　　徹

第
7
ブ
ロ
ッ
ク

田 喜 野 井 二 丁 目 東 町 会 新保　和文
津田 沼 た き の い 団 地 自 治 会 岡田啓一郎
田喜野井ニュービレッジ自治会 榎本　淳志
田 喜 野 井 町 会 渡辺　孝夫
三 田 川 町 会 上村　勝則
田 喜 野 井 日 乃 出 町 会 宮川　紀一
田 喜 野 井 十 三 会 矢部　一良
ク ラ シ ー ド 津 田 沼 第 １ 自 治 会 木村　　紀
ラ イ オ ン ズ ガ ー デ ン 船 橋 薬 円 台 第 ２ 自 治 会 石濱　和信

第
8
ブ
ロ
ッ
ク

津 田 沼 グ リ ー ン ハ イ ツ 自 治 会 伊藤　　昌
田 喜 野 井 や よ い 自 治 会 友松　尋子
西 田 喜 野 井 町 会 吉田　壽一
三 笠 台 町 会 斉藤　孝司

第
9
ブ
ロ
ッ
ク

船 橋 市 習 志 野 １ 丁 目 町 内 会 波切　　弘
藤和習志野コープ自治会 工藤　敬二
習 志 野 自 治 会 伊藤　栄子

令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
、

三
山
東
小
学
校
長
を
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
齊
藤

直
文
（
さ
い
と
う　

な
お
ふ

み
）
で
す
。

本
校
の
学
校
教
育
目
標
「
心

身
と
も
に
健
や
か
で
思
い
や
り

の
心
を
も
ち
、
自
ら
学
び
続
け

る
児
童
の
育
成
」
の
も
と
、
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

に
依
り
、
本
校
の
児
童
が
安
全

に
学
校
生
活
を
送
れ
、
健
や
か

に
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
本
校
の
抱
負
は
「
よ
り

充
実
し
た
教
育
環
境
の
実
現
」

で
す
。

本
校
は
、
令
和
８
年
４
月
１

日
よ
り
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特

別
支
援
学
級
（
以
下
、
自
閉
情

桐
代
表
理
事
と
船
橋
S
L
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
平
田
代
表
に
ご
指

導
頂
き
ま
し
た
。
今
年
は
「
在

宅
避
難
」
と
「
避
難
所
へ
行
く

判
断
の
目
安
」
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
ク
ラ
ス
の
千
葉
県
北
西
部
直

下
地
震
が
、
今
後
30
年
以
内
に

70
％
の
確
率
で
発
生
し
、
市
内

で
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ふ
な
ば
し
広
報
よ
り
）

災
害
（
大
地
震
）
が
発
生

し
た
場
合
に
、
先
ず
自
分
の

身
（
家
族
の
身
）
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
次
に
安
全
な
場

所
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
み
ん
な
が
避
難
所
に
行

く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
避

難
所
に
行
く
人
は
①
家
屋
が
全

半
壊
し
て
そ
こ
に
は
住
め
な
い

昨
年
の
11
月
15
日
（
日
）
に

三
山
市
民
セ
ン
タ
ー
で
第
10
回

防
災
講
座
を
三
田
習
地
区
自
連

協
・
社
協
の
共
催
で
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
も
S
L
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
片

場
合
②
津
波
等
で
浸
水
し
た
場

合
③
火
災
が
近
づ
い
て
い
る
場

合
で
、
そ
れ
以
外
の
人
は
避
難

所
に
行
か
な
く
て
も
自
宅
で
暮

ら
し
て
い
け
ま
す
。
自
宅
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
備
え
と
し

て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
ス
ト
ッ

プ
、
買
い
物
は
で
き
な
い
、
排

水
は
禁
止
と
い
う
前
提
で
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
食
の
備

え
と
し
て
は
、
家
に
あ
る
食
材

で
１
週
間
暮
ら
せ
る
備
え
が

（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
）
必

要
で
す
。

ま
た
、
飲
料
水
は
１
日
一
人

３
L
最
低
３
日
間
、
ト
イ
レ
の

備
え
と
し
て
、
自
宅
の
便
器
で

使
用
す
る
レ
ジ
袋
と
凝
固
剤
を

用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
止
む
を
得
ず
避
難
所
に
行

く
場
合
は
、
非
常
持
出
品
（
生

活
必
需
品
、
衛
生
用
品
、
携

帯
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
保
険
証
、

薬
等
）
と
食
料
１
〜
２
日
分

（
発
災
直
後
は
食
事
が
出
ま
せ

ん
）
が
必
要
で
す
。
荷
物
は
家

族
の
分
を
別
々
に
男
性
10‌

kg
、

女
性
５
kg
を
目
安
に
し
て
く
だ

さ
い
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
備
え
、
自
分
や
大

切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に

日
頃
か
ら
で
き
る
対
策
で
災
害

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

第
57
回
高
齢
者
介
護
教
室
が

11
月
12
日
三
田
公
民
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

「
今
の
自
分
の
体
そ
の
ま
ま
で

大
丈
夫
？
」

「
健
康
で
長
く
自
分
の
家
で
生

活
す
る
た
め
に
！
」

理
学
療
法
士
の
永
田
憲
嗣
氏

の
解
説
と
実
技
が
あ
り
ま
し

た
。
健
康
で
居
ら
れ
る
為
に

は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
か
で
、

三
つ
の
要
素
、「
食
事
・
睡
眠
・

運
動
」
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま

し
た
。

食
事
は
五
大
栄
養
素
を
バ
ラ

ン
ス
良
く
摂
取
す
る
こ
と
、
特

に
、
日
本
人
は
タ
ン
パ
ク
質
が

不
足
傾
向
に
あ
り
、
筋
肉
、
免

疫
力
の
低
下
に
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。

睡
眠
不
足
や
長
時
間
の
睡
眠

で
、
認
知
機
能
低
下
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
あ
り
、
快
適
な
睡

眠
環
境
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

適
度
の
睡
眠
が
、
健
康
づ
く
り

の
上
で
大
切
と
さ
れ
て
い
ま

す
。高

齢
者
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
っ
て
筋
肉
を
つ
け
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
行
う
と
良
い
運

動
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
を

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
三

山
紀
子
氏
が
、
自
己
の
難
病
を

リ
ハ
ビ
リ
で
機
能
が
回
復
し
た

経
験
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

身
体
も
頭
も
た
く
さ
ん
使
っ

て
、
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。大

事
な
の
は
「
対
話
」
と

「
笑
い
」
と
い
う
言
葉
で
終
わ

り
ま
し
た
。

緒
学
級
）
が
新
設
し
ま
す
。

自
閉
情
緒
学
級
で
は
、
１
学

級
８
名
以
下
と
い
う
環
境
で

個
々
に
合
せ
た
学
習
の
手
立
て

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援

を
要
す
る
児
童
に
た
い
し
て
よ

り
手
厚
い
学
習
支
援
を
実
現
で

き
ま
す
。

本
校
の
児
童
が
、
自
分
に
会

う
教
育
環
境
の
な
か
で
、
落
ち

着
い
て
学
習
に
取
組
み
、
さ
ら

に
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
三
山
小
学
校

に
は
、
知
的
障
害
特
別
支
援
学

級
も
あ
り
ま
す
の
で
、
本
校
の

自
閉
情
緒
学
級
と
あ
わ
せ
て
、

地
域
に
お
い
て
も
今
ま
で
以
上

に
充
実
し
た
教
育
環
境
の
実
現

に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
こ
の
令
和
８
年

（
２
０
２
６
年
）
が
三
田
習
地

区
の
さ
ら
な
る
発
展
と
地
域
の

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
に

あ
ふ
れ
る
１
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
変
わ
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
り
充
実
し
た
教
育
環
境
の

よ
り
充
実
し
た
教
育
環
境
の

��

実
現
を
目
指
し
て

実
現
を
目
指
し
て

船
橋
市
立
三
山
東
小
学
校
　
校
長
　

船
橋
市
立
三
山
東
小
学
校
　
校
長
　
齋
藤
　
直
文

齋
藤
　
直
文

緊急時（地震発生）緊急時（地震発生）
あなたは冷静な対応があなたは冷静な対応が

できますかできますか？？
三田習地区社協　会長　波切　弘三田習地区社協　会長　波切　弘

介
護
教
室
に
参
加
し
て

介
護
教
室
に
参
加
し
て

藤
田
　
博
美

藤
田
　
博
美

住まい・生活リフォーム・工事

㈱ 鎌 田 工 務 店
〒274-0071	 船橋市習志野2-5-10
	 電話047-436-8317

てるてるぼうず ケアプラン・ホームグランド
てるてるキッズ あすかケアホーム・川崎・北柏
ホームグランド田喜野井・松が丘・北柏
あすか訪問看護北柏・習志野
ホーム介護タクシー

☎047-476-8583

社会福祉法人 福祉共生会
誰もが安心して　その人らしく　前向きに
生きられる　地域を　創る

三山つくし保育園さん
長い間ありがとうございました
平成20年（2008年）８月１日発行の創刊号より広告

を掲載していただいた「三山つくし保育園」さん、本
当に長い間三田習地区の活動を支えていただきありが
とうございました。
今後ますますのご繁栄とご健勝をお祈りいたします。

千葉ピーナツさん
長い間ありがとうございました
平成20年（2008年）８月１日発行の創刊号より広告

を掲載していただいた「千葉ピーナツ」さん、本当に
長い間三田習地区の活動を支えていただきありがとう
ございました。
今後ますますのご繁栄とご健勝をお祈りいたします。

すし藤乃さん
長い間ありがとうございました
平成28年（2016年）８月１日発行の17号より広告を

掲載していただいた「すし藤乃」さん、本当に長い間
三田習地区の活動を支えていただきありがとうござい
ました。
今後ますますのご繁栄とご健勝をお祈りいたします。

フラワーショップかなさん
長い間ありがとうございました
平成30年（2018年）１月１日発行の17号より広告を

掲載していただいた「フラワーショップかな」さん、
本当に長い間三田習地区の活動を支えていただきあり
がとうございました。
今後ますますのご繁栄とご健勝をお祈りいたします。


